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CloudSat/CPRを用いた熱帯減の雲気候学
Cloud Climatology over the tropics using CloudSat/CPR 
高橋浮 （首都大 JAMSTEC) 山地萌果 （首都大院都市環涜）
－雲やエアロゾルに関する理解は未だに乏しく，特にその鉛直構造に関する理解が必要であるとされている．
• CloudSatという鉛直方向lこ500mの分解能をちつ霊レーダーを倍載した衛星のデータを用いて霊特性の解析を行った．
・海面気温や降水量， エアロゾル量．雲の生成プロセスに蓄目し，熱帯や赤道域の機lマな雲との関係を調べた．
INTR。DUCTION
雲は，放射収支や氷循環など，織尽な側面で盆球の気候に影響を与える重要な因
子であるが．雲特性の小さな変化！こよる地球の岐射黙の分布への影留が大きく．雲
や大気中の微小純子であるエアロゾルや水蒸気などとの光学的将位の様々な結びつ
きによって．政射プロセスへの影留はtさらに複縫となり．気候システムの中でも霞
ち不確実性が大きい分野の1つである（円gs.1 and 2). 
IPCCの第五次評価報告書でも． CALIPSO O)CALJOPライターやCloudSatに
俗画＆cされたCPR(CloudPro刊，ngradar）のような新しいセンサーによる新しい衛璽
のデータを用いることで．今までより一層.雲などの鉛直プロファイルを定温的！こ ⑪問。r。I』－ cycle 
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METHODOLOGY － 『ー
対象期間 ：Jul.2006-Dec.2010 (Launch date: Aor.28 2006) I 
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d黙帝南太平洋・南米大陸・南大西洋の4領戚でCloudSatの解析を行つだ（Fig,3参照l. I 
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CONCLUSION and 干UTUREPLAN 
－ ~の鉛直分布に刻する乏しい理解に貫献宮るだめ.2αコ6年6月から2010年1 2月までの ・海面水温との対臨は．特にf昏圏雲の出現頻鹿との対応がみられ．赤道太平洋上で陪年尽護軍D・季
CloudSatOX::PRのデ ターを用いて．年々変動や季節変劃に晋自し． 赤道格と烈帯の広い範 蛮動ともに．明瞭にみられた
図を対象として．雲絡性について解析を行った． • MODSで得られたエアロゾルや霊の特性との比較で．年珂変動l革ENSOによるコンポジット解
・降水量に関してl;:.ENSOに伴う年珂変劃・モンスーンや雨季範季に伴う季節変盟国に苅応し 祈で関係l正問嬢刻果と型車合的であコだが．季節蛮動は領1量によって対応は異なっていた．
て雲粒の出現頻度も主主勤していた ・今後は，冬季アジJ7!Jlの年珂変翻に着目して解析を行い． より詳細なメカニズムを警察していく目
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